
 

 

 

 

友人の一人の言葉である。 
その人はネットはみるし、フェイスブックも登録して時々投稿もしている。 
コメントをつけられるとうれしいようだ。 
昔はミクシィもやっていたが、それほど見ていなかったようだ。 
でも、Twitterは何が面白いのかわからないそうである。 
「Twitterに熱心な人って、リアルで話す相手いないのかな」だそうである。 

◯Twitterってなに？ 
　140文字までの投稿を共有するサービス。 
　説明はこれに尽きる。誰でも無料で始められて、すぐに使うことができる。 

　よく知りもしない他人のつぶやきをだらだらと眺めることができるサービス。くだらない自分
の日常をたれ流すことも可能。 

　世界中のいろいろな人の様々な話をいくらでも読むことができるサービス。自分から情報発信
して意見交換などをすることも可能。 

◯Twitterのよいところ 
・気楽 
　まずは、匿名、無料でできることが挙げられる。気になった
ら始めてみればいいし、つまらなかったらやめればよい。 
　「呼び名」「メールアドレス」「パスワード」だけで始める
ことができる。個人特定されるものは何もいらない。ここでケー
タイメールのアドレスなどを使うと、友達のTwitterに「Twitter
はじめました」の通知が行ったりするようだ。リアルの友人と
は別のつながりを求める人は、webメールアドレスを取得するなど、ケータイメールとは別のアド
レスを使うとよい。 
　「炎上」したり、個人を特定されたりすることが起きているが、何もつぶやかず、メールアドレ
スもケータイなどを使用しなければ特定しようがないのだ。とりあえず登録してみるといいと思
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う。誰もなにも損はしない。（Twitter経由で広まるパソコンウィルスも存在するが、URLをクリッ
クしなければ概ね問題ない。） 
　もちろん、長くやっていてそれなりのつながりもできてくると、簡単にやめるのはもったいない
気が起きてくることはある。 

・速い 
　Twitterアカウントの中には、「bot」と呼ばれる自動システムアカウントや、ニュースサイトア
カウントなどもある。地震を感じた時などは、何よりもTwitterでの情報が速いように思える。自
宅住所を載せている人はほぼいないと思うが、都道府県や市町村程度の居住地を載せている人は
多い。それを載せていなくても、普段のツイートで「東京は晴れています」とか「札幌雪すご
い」とかいうことで、だいたいどの辺の人かはわかっていたりする。北海道で地震があったとき
に「ゆれた」「大きい」などとツイートしているのはやはり北海道民であろう。ニュースアカウン
トの反応も速いし、地元民の反応も合わせると、緊急情報ははやく得られるのだ。 
　これを書いている8月だと、オリンピックや甲子園のこともすぐに流れてくる。 
　また、フォロワー数が増えてくると「これこれってなんなの？誰か教えて！」とつぶやくと答え
てくれる人がいたりする。まさに集合知である。ただし、ググればわかることには「自分で調べ
ろ」なんて返答がくることもあるかもしれない。 

・情報量が多い 
　Twitterは「フォロー数」（自分がみれる相手）と「フォロワー数」（自分をみている人たち）
がある。 
　フォロー数が多ければ多いだけ情報は多くみられる。ただし、スマホを触っている時間が長い
人であっても、すべて見ることができるのは100人程度ではないだ
ろうか。これは人によるが、「少数の楽しめるアカウントのみフォ
ローする」のと、「興味のありそうなアカウントを片っ端からフォ
ローして、気が向いたときに見る」といったタイプがあるだろう。
あるいは、「たくさんフォローするけど、本当にみたい人だけリス
トにする」といった使い方もある。 
　情報量は非常に多い。それはもうほぼ無限といってもいいくらい
である。アカウントを複数使って、「アカウント１は真面目なこと
をつぶやき、フォローしている人も真面目系」「アカウント２はア
ホなことをつぶやき、フォローしている人もネタ系」と使い分ける
人もいるようだ。 
　その情報をどう仕分けていくのかといったこともTwitterの使い
方で大事なことかと思う。 

・広げやすい 
　よいこともわるいことも、非常に広がりやすい。コンビニバイトの人が、冷蔵庫に入って撮っ
た写真などが広まって大問題になったことがあった。本人はちょっとした笑いのネタのつもりで
も、全世界の人にみられるのである。そして返信も短文であるため、「（仲間内で笑ってるくら
いなら許せるけど、世の中に発信しちゃ）これはダメでしょ。」といった部分が広がっていく。
度が過ぎた悪ふざけを擁護する気は全くないが、内輪でやっていれば「まずいってそれ。やめと
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けよ。」で済む問題が、本部や世間を巻き込んだお
おごとになってしまうのがTwitterの怖さである。 
　もちろん、よいことも広がりやすい。宣伝に使っ
てもよいし、いい考えを広めるのもいいだろう。我々
が仕事でかかわる問題には、世の中で誤解されてい
ることが非常に多いことと思う。それらの正しい（と
思われる）情報や知識を広めていくことも立派な「普
及啓発」になると思う。 
　編集長も「拡散希望」している。対人援助額マガ
ジンの宣伝はどんどん広めましょう！ 

 
・知らない人からの反応 
　気になった人をフォローするので、知らない人からフォローされることもある。そのため、誰
にでもなく発したツイートに、知らない人から反応がくることもある。 
　プロフィールに「臨床心理士」にして心理系の人を多くフォローしていると、フォローされるこ
とも増える。そうするとタイムラインが心理の話が増えてくる。誰かの発言に返信してみてもいい
かもしれない。そうしているうちにつながりができてきて楽しいかもしれない。 
　全くツイートしない人（つながっても面白くない）、プロフィールに何も書いていない人（とっ
かかりがない）、プロフィール画像が初期のまま（おぼえにくい）などの人はフォローされない
ことが多い。ちょっと世界を広げたいなら、興味あることなどをプロフィールに書いてみるとい
いだろう。 
　返信や反応がなくとも、「面白いことをツイートする人」が数人見つかると、少し楽しくなっ
てくる。いつも見ていると「知っている人」な気がしてくるのが面白いところかもしれない。 

◯何から始めればいいの？ 
　始めるのは無料。PCでもiPhoneでもなんでも、登録してみるのがよい。ただし、Twitterを始
めてすぐのときにはフォローしている人もフォロワーもゼロである。いくらつぶやいても誰もみ
ていないし、リツイートするものもない。タイムラインには自分のつぶやきが流れるのみ。くっそ
つまらん。 
　自分の好きなもの、人はなんでしょうか。その人が
Twitterをやっているか調べてみよう。 
　我らが編集長はすぐ検索ででてくる。関連があると
わかるのか、すぐ下には団遊さんも表示される。 
　ページを開いてフォローするだけ。「フォローして
いいのか」なんてのは全く気にする必要がない。著名
な人であればあるほど「フォロワーが1人増えること」
は何も気にしていない。フォローはあくまでも一方通
行の片思いなのだ。 
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　例えば、椎名林檎さん本人はTwitterをしていないようだ。検索するとオフィシャルアカウント
がヒットする。 
　人でなくともよい。新幹線が好きなら、運行情報がツイートされているのをフォローすると良
い。また、一番上に「#新幹線」が表示されているが、ハッシュタグと呼ばれるもので、これをつ
けてツイートしたものを抽出して表示させることもできる。SNSに興味なさそうだった特撮好き

な友人はTwitterにはまり、毎
週日曜午前はツイートしまくっ
ている。 
　フォローすることに気兼ね
はいらないので、ちょっと気
になったユーザーをどんどん
フォローしていってみよう。
「気になる人がフォローして
いる人」をフォローしてもい
いだろう。 

　ちなみに、自分の登録情報
にたいした個人情報が含まれ
ていないなら、この時点で問
題が起きることは全く心配し
なくてよい。流出する情報が
ないのだから。 
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　100人くらいフォローすると、タイムラインが次々と流れていき、Twitterをやっている感じに
なると思う。フォローした人が「思ったよりも面白くない」「発言が不快だった」などと思った
ら、これまた遠慮なく「リムーブ」すればいいと思う。気が変わったらまたフォローすればいい
のだ。嫌だと思うことを見続ける必要がないことも、Twitterの気軽さの一つだと思う。 
　フォロワーが増えてきたら少し注意である。フォローされた
ら「◯◯さんにフォローされました」という通知は来るものの、
その中身が誰だかはもちろんわからないのだ。意外な人にフォ
ローされているかもしれない。誰に見られていようが発言に注
意することは必要だが、「あの人にみられていたとは」と思う
こともあるかもしれない。有名人などは「あなたの発言は不快
です。やめてください」などと言われることがあるようだ。自
分の勝手だから何を言ってもいいということはないが、不快な
らば見なければいいのだ。フォロー、リムーブは好きにやれば
いい。 

◯何をつぶやけばいいの？ 
　ここまでは「見る側」であったが、自分で何を発信したらいいかわからないかもしれない。何
をつぶやいたっていいのだが、とりあえずはリツイートしてみるといいと思う。「面白いと思った
ツイートを言いふらす」のがリツイートである。いい情
報や面白い情報はどんどん広めよう。 
　自分で発言する場合は、完全な独り言でよい。もち
ろん、ネットリテラシーに配慮する必要はあるが、思っ
たことを打ち込んでみるとよいのだ。「ラーメン美味
しかった」でもいいし、「今日もがんばった！乾杯！」
でもいい。なんでも構わないのだが、愚痴ばかり書く
のはあまりいただけない。グダグダな愚痴ばっかりっ
ていうのは、誰であっても楽しくないものだ。ただし、
逆に「このアカウントは愚痴しかいいません」とプロ
フィールに書いておいて、絶対に愚痴しかツイートし
ない！っていうアカウントも面白いかもしれない。「愚
痴が出てこなくなったのでこのアカウントは消します」
なんてことが起きたりして。心理療法チックである。 
　私は真面目なツイートもたまにしているし、面白いと思ったものをリツイートしたりしているの
に、残念ながら8月前半で一番反応があったツイートはこれである。かなしい。 
　ちなみに、もっと反応があったのはこれ。みんな好きだな。 
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結局何が面白いのかというと、玉石混交なところだと思う。 
　Facebookは「知っている人」だけとつながっていることが多い。実名が基本なのでそれほど過
激なことは載せないし、ある程度まとまった言葉を載せることが多いように思う。（もちろん、
その人の使い方次第。） 
　Twitterは、上の私の発言のように、本当にどうでもいいこともたくさん流れてくる。興味深い
話題も流れてくる。知っている有名人もいれば、「なんでこの人をフォローしたんだっけか」とい
う人もいる。フォローしている人のリツイートにより、フォローしていない人のツイートも流れて
くる。読んだツイートに疑問があれば返信してもいいし、少し飽きたなと思ったらほったらかして
おけばいい。 
　日々ちらちらとタイムラインを眺めながら面白そうな人をフォローしていくと、自分の好みの人
が並ぶタイムラインになる。興味深い話が並ぶタイムラインになる。この人の言葉はすきだなあと
か、実際会うとどんな人だろうなあとか考えているのは楽しいものである。 
　Twitterに限らず、インターネットのよいところは「普段やりとりすることはないはずの人たち」
とつながれることではないだろうか。これは知らない人、出会うことのない人はもちろん、出
会ったけれど遠くに住んでいたりでなかなか会えない人も
身近に感じることができる。 
　何度かTwitterからつながりを持った方に会ったことが
あるが、ツイートを見ている相手なので初めて会った気が
しないというか、興味のあるものがなんとなくわかるとい
うか、初対面な感じもそれほどせずに楽しい時間を過ごす
ことができた。 
　直接やりとりをしていなくても、その人の興味関心が見
えやすいというのがTwitterのいいところではないだろう
か。 

　始めるのはとても簡単である。最初はつまらないと思う。だらだら続けてみると、少し楽しく
なってくるかもしれない。まあ、はじめてみましょう。 
　Let’s ツイート！ 
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